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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公表番号】特表2008-508117(P2008-508117A)
【公表日】平成20年3月21日(2008.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-011
【出願番号】特願2007-523598(P2007-523598)
【国際特許分類】
   Ｂ４３Ｌ   1/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
   Ｂ４３Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４３Ｌ   1/08    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　
   Ｂ４３Ｌ  21/00    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   3/02    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乾燥消去上面および反対の底面を有する可撓性基材と、
　前記底面の少なくとも一部の上に配置された接着剤と、
　前記乾燥消去上面の少なくとも一部の上に配置された高分子剥離層と、
を含む乾燥消去シートであって、前記高分子剥離層が２５ｍＪ／ｍ2以下の表面張力を有
する溶媒によって湿潤可能であり、
　前記高分子剥離層が前記乾燥消去上面の引き剥がし接着力値を２５％以上減らす、乾燥
消去シート。
【請求項２】
　乾燥消去上面および反対の底面を有する複数の可撓性基材を含む乾燥消去パッドであっ
て、各可撓性基材が、
　前記底面の少なくとも一部の上に配置された接着剤と、
　前記乾燥消去上面の少なくとも一部の上に配置された高分子剥離層と、
を含み、少なくとも選択された上面が選択された底面に接触している乾燥消去パッドであ
って、前記高分子剥離層が２５ｍＪ／ｍ2以下の表面張力を有する溶媒によって湿潤可能
であり、
　前記高分子剥離層が前記乾燥消去上面の引き剥がし接着力値を２５％以上減らす、乾燥
消去パッド。
【請求項３】
　前記高分子剥離層が（ｉ）非極性モノマーとシロキサンモノマーを共重合すること、又
は（ｉｉ）極性モノマー、非極性モノマーおよびシロキサンモノマーを共重合すること、
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又は（ｉｉｉ）極性モノマー、非極性モノマーおよび（Ｃ12－Ｃ22）アルキル第一アルコ
ールとアクリル酸またはメタクリル酸とのエステルを共重合することによって形成された
ポリマーを含む請求項１または２に記載の乾燥消去シート又は乾燥消去パッド。
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